
実施 された18ヶ 月齢以上の牛の舌扁桃分布状況調査結

果[3]を 参考 とし、「舌背側面の両側の有郭乳頭分布部

位か ら舌根部までの背側面及び舌外側縁 の舌表面(筋 層

上方)」 を除去 している。

　そこで、今年度18ヶ 月齢未満(以 下若齢牛)の 舌扁桃

分布状況 を調査すると共に、本県の舌扁桃除去方法が月

齢 に関係な く適正か どうかの検証 を行 ったのでその概要

を報告する。

Ⅱ.目 的

　牛の扁桃はロ蓋、咽頭、舌扁桃の3つ に分けられ、口

蓋、咽頭扁桃の除去は確実に実施 されているが、舌扁桃

は舌根部表面に散在 し、肉眼では容易に判別できない。

　米国では、最 も舌根部に近い有郭乳頭(以 下最後位有

郭乳頭)を 境 とし、それより舌尖部側には舌扁桃は存在

しないとされ、最後位有郭乳頭でカットし食用に供 して

いる[4]。

　一方英国では、最後位有郭乳頭より舌尖部側にも舌扁

桃があるとの報告もある[5]。

　昨年度実施 された厚生労働科学研究事業では、牛の舌

扁桃は最後位有郭乳頭より舌尖部側にも認められ、その

分布 は種類や性別 より月齢 に関係が深いと報告 された

[6]。

　このことか ら、若齢牛について調査を実施することと

した。
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I.は じめに

　平成13年9月 に我が国でBSE(牛 伝達性海綿状脳症)

が発生 して以来、と畜場では病原体が高度に蓄積 される

部位を特定部位 として除去 している[1]。

　特定部位の頭部には脳、眼、扁桃が含 まれ、扁桃 につ

いても適切に除去するよう通知 されている[2]。

　当検査所では平成18年4月 厚生労働省通知に基づ き、

昨年度厚生労働科学研究事業(舌 扁桃に関する研究)で

Ⅲ.研 究方法

　管内 と畜場 に搬入 された0～15ヶ 月齢の牛10頭 の舌

を検体 として、10%緩 衝ホルマリン固定後正中線で左右

に分割 し、左半分について最後位有郭乳頭から舌尖部方

向へ5mmず つ細切 した。その後、常法に従いパラフィ

ン切片を作成 し、ヘマ トキシリン ・エオジン染色後、鏡

検 し、扁桃組織を確認した。

Ⅳ.結 果及び考察

　若齢牛の舌扁桃は粘膜固有層のみに存在 し、特 に最後

位有郭乳頭舌側部を中心 として、舌尖部に向かって減少

し、舌背側面 には少なく、最前位有郭乳頭付近 まで分布

する傾向があった。

　 しか し、最前位有郭乳頭 より前方(舌 尖部側)お よび

粘膜固有層下の筋層には認められなかった。

　今回の調査結果か ら、現在の除去方法である 「舌背側

面の両側の有郭乳頭分布部位から舌根部 までの背側面及

び舌外側縁の舌表面(筋 層上方)の 除去」は、月齢 に関

係な く適切であ り、特定部位が完全に除去 されているこ

とが確認された。
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当検査所の除去部位

(斜線部の粘膜上皮)

舌扁桃分布状況

　 (黒い点)

舌隆起

最前位有郭乳頭

最後位有郭乳頭
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